
第1章シンポジウム

ーシンポジスト・プロフィールー

-北川容子(板橋区役所総務部長)

昭和 23年東京都生まれ。昭和46年入都、東京都住

宅局、板橋区役所消費生活課、赤塚福祉事務所、社

会福祉協議会、保育課長、障がい者福祉課長、教育

委員会庶務課長等を経て平成16年より健康生きが

い部長。平成18年9月、総務部長に就任。

-佐藤康夫(板橋区議会議員)

昭和25年東京都北区生まれ。同29年より板橋区在

住。会社員を18年間勤めた後、平成3年区議初当選。

現在4期目。副議長、監査委員、特別委員会委員長

など歴任。公明党板橋区議団幹事長。

-山本和人(板橋区生涯学習推進懇議会副座長)

昭和26年新潟県生まれの埼玉県育ち。埼玉大学教育

学部、東京教育大学大学院(社会教育専修)修了後、筑

波大学大学院博士課程単位取得中退。金沢大学教育開

放センタ一助手、東京家政大学心理教育学科講師、助

教授を経て平成9年より同大教授。他に日本生涯教育

学会常任理事、埼玉県生涯学習審議会副会長等。

-渡辺幸子(東京都多摩市長)

昭和 24年長野県出身。中央大学法学部卒業後、昭

和47年多摩市役所入庁。ボランティアセンタ}開

設責任者、企画部副参事、(財)多摩市文化振興財団

事務局長、総務部次長、市民部長を経て平成14年

市長当選(現在2期目)。

Oコーディネーター 鈴木好行(板橋フオ}ラム代表)

********************* 

鈴 木:ではこれから 2007年問題と次代への対応、

自治体のトータルビジョンというテーマでシンポジ

ウムを進めさせていただきます。最初に4人のシン

ポジストが何故この壇上に上がっているのかを私の

方から簡単にご説明させていただきます。

まず手前から板橋区役所総務部長の北川容子さん

ですが、北川さんはチラシでは健康いきがい部長と

なっていますけれども、この9月に前総務部長の不

祥事がありまして、急濯、後任として総務部長に就

任しました。この2007年問題・団塊の問題は、区

役所内では健康いきがい部が所管になっていますの

で、北川部長が健康生きがい部長当時、私からこう

いう企画を市民レベルでやりたいので是非シンポジ

ストで参加してくださいとお願いしたところ、二つ

返事でお受けいただきました。担当部長として出る

ということだったのですが、そういうことで今は総

務部長です。総務部はそれぞれのセクションを越え

全庁的に幅広く行政改革や区政運営のとりまとめを

担う要の役職でございますので、役職は変わりまし

たがそのまま出ていただいております。

次は板橋区議会からおこしいただきました佐藤議

員でございます。私どもこのフォーラムは、先ほど

佐高先生も市民の運動というのは、脱政党ではなく、

政党も包み込む形で進めるべきだと言いましたが、

議会という機関は審議機関であり、議決機関として

制度的権能が厳然としてあるという認識のもと、第

1回からこだわりをもって議会の人をシンポジスト

としてお呼びしております。去年から、議会にも党

派がありますので、いろいろ兼ね合いもあり毎年各

党派ごとお願いしていこうということになり、昨年

は自民党、今年は第二党である公明党ということで

お願いしました。前回自民党は幹事長だ、ったので今

回も公明党から区議団幹事長の佐藤先生がお出まし

いただいた、ということでございます。

続きまして、山本先生ですけれども山本先生は地

元の東京家政大学の先生でございますσ 同時に教育

委員会に「生涯学習推進懇談会」という諮問機関が

あり、懇談会の専門委員会として「団塊の世代小委
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員会Jというものを設置しておりまして、私どもこ

の2007年問題を学習する過程でホームページを

見て「団塊の世代小委員会」の議論を拝見させてい

ただいたところ、かなり生涯学習という狭いテーマ

を超えて幅広い議論をしていることが分かり、去年

も諮問機関の先生に出ていただいた経緯もあり、今

年もその諮問機関から誰か出ていただこうというこ

とで人選を進めました。そうしましたら座長さんが

女性の方でございまして、今年はその前に女性二人

がシンポジストとして決まっていましたので、ジェ

ンダ}バランスを考え女性が三人では多すぎると思

いまして副座長の山本先生にお願いしたところ、や

はりこれも快く受けていただきました。

最後に一番向こう側の多摩市の渡辺市長でござい

ますけれども、毎年私どものフォーラムでは先進自

治体の市長さんにお越しいただいております。今年

団塊世代の対策ということで先駆的な施策を打ち出

している自治体がないのか調べたところ、ちょうど

この4月に、朝日新聞で多摩市が「市民活動情報セ

ンタ-Jをオープンさせたという記事を目にしまし

た。オープンの理由に、団塊の世代が地域に戻って

くるので、情報を発信しながらどうそういう人達を

コーディネートするか。また団塊世代の地域活動参

加の後押しをしたい、という意味で「市民活動情報

センタ-Jを役所直営で設立したと書いてありまし

た。それで、いろいろ調べましたら、市長さんも団塊

の世代ということで、かっ女性ということだ、ったも

のですから、何の縁もゆかりも義理も、全くないの

でが、これこれと趣意を述べ「何とかお願いします」

とお願いしたところ、やはり引き受けていただけた

ということであります。

今年は女性が二人ということで、このフオ}ラム

は今まで講師・シンポジスト含めて20人くらい壇

上に上がっているのですけど、一度も女性は上がっ

たことがなかったのです。ですから今回一挙に二人

ということでジェンダーバランスもばっちりでござ

いますので、有意義に進めたいと思います。

E まずは“団塊の世代論"について

鈴 木:では、さっそくですが手前側の北川部長か

2007年問題と自治体の展望

ら、簡単な自己紹介とそれから先ほどの佐高先生の

講演に対する感想や、こんにち2007年問題という

ことが叫ばれていますけれども、本当に問題なのか、

ひょっとしたらたいした問題ではないのではないか。

また、自治体として放っておいていいものなのか、

何らかの対応策が必要なのか。そういった見解を順

にお話いただければと思います。どうぞよろしくお

願いします。

圃団塊の世代の一人として

北 JII:みなさんこんにちは。板橋区の総務部長に

9月19日からなりまして 1ヵ月半ほどパタパタし

ているような状況で、いま総務部長を勤めさせてい

ただいております北川!と申します。私自身が昭和

23年生まれの団塊真っ只中ということもありまし

て、先ほど鈴木さんのほうから二つ返事で引き受け

たというようなことを言っておりましたけれども、

実はそうではなくて団塊の世代の本人ということで、

該当者という意味も含めて気楽に話してくださいと

いうことがありましたので、じゃあ、それではとい

うことで今日受けされていただいたというような状

況でございます。

私はチラシに出ています通り、大学を出まして昭

北川容子部長(板橋区役所総務部)
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和46年に東京都に入りました。で、東京都に入っ

たものの東京都ってやっぱり組織が大きいので住民

と直接接触するような仕事がなくて、あまり面白く

なさそうだな、と思い即板橋に来まして、 49年か

ら板橋区役所で一人ですけれども子供を育てながら

勤めてきました。この間、福祉の現場でケースワー

カ}を5年ゃったり、それから社会福祉協議会に 1

年出させていただいたり、保育ですとか福祉ですと

か、障害者ですとか、わりと福祉畑が多かったので

すけれども、最近は教育委員会の庶務課長ですとか、

健康いきがい部長を務めてきたというような状況で

す。

圃信念に対しては割と正直に生きた世代

北 )11:長くならないようにしますけれども私自身

の団塊の世代に対する考え方、先ほど申し上げたよ

うに私自身が団塊の世代なのですけど、団塊の世代

だと思いながら生活していたことは実はないんで

すね。もちろん後で「団塊」という名前がついてい

ますからそうなんで、しょうけれども、ただいつも人

数が多いということで学校に入るにもやっぱり今

とは違うのかもしれませんけど一定の競争という

ものが当たり前にありましたし一変な意味での競

争ではなくて一競争というものが必要なのかなと

思いながらずっとそういう時代に育ってきている

わけです。

で、思い返すと私達の年代が、例えば私が小学校

6年の時が東京オリンピックでしたから、それを契

機にして家庭にテレビが入ったり何か新しいものが

入っただとかというときに、数が多いですから一番

最先端にいた年代なのかなと思います。ただ、自分

のことを考えながら、友達なんかを見ながら思うこ

とは、やっぱり私達の年代って自分の信念に対して

は割と正直に生きてきている人が多いのかなと思い

ます。押し付けられることがすごく嫌な世代でして、

私自身も自分流というものをどのように出そうか常

に考えながら生きていました。ところが私達やっぱ

り学園紛争真っ只中の時代なもんですから人数の差

こそあれ、かなり学生運動にどっぷり浸かる人、ち

ょっと浸る人とかなりの方が学生運動を体験してい

ますけれども、その人達が企業に入って大きく変わ

ってきたというような印象を持っています。

女性ということから考えると、私達の年代は男性

は企業戦士であり、女性は家庭を支える企業戦士の

妻になるという本当に典型的な年代だったと恩って

います。ですからこれが今度はしがらみがなくなる

時代をようやく迎えられるわけで、さっきも佐高先

生おっしゃっていましたけれども、その人達が本当

にこれからしがらみを乗り越えてもう一回もとの自

分に戻っていくというところに期待をしたいな、と

いうのが私にとっての団塊の世代論かなと思ってい

ます。

鈴 木:ありがとうございました。確かに最初にお

願いした時、区の担当部長という立場ではなく、団

塊の世代の一人として出ます、と言われたのを思い

出しました。続きまして佐藤先生お願いいたします。

国団塊世代の悲哀を感じながら

佐藤:私は1950年、昭和25年生まれで、北川

部長さんは23年生まれで一つ上のお姉さんという

感じですね。それから多摩の市長さんは同学年とい

うことで、隣の山本先生は一つ下の弟という感じで、

だいたい前後はありますけれども私は1月生まれな

ので団塊の世代の最後の枠の中に入ったということ

です。皆さん大変優秀な方々ですけれども、私は普

通に学校を出まして 18年開会社員をやってまいり

ました。ちょうど団塊の世代というネーミングをし

た2007年問題のコンピューター関係、のスキルを

持っている人がみんないなくなってしまう、大変な

ことになるという一つのきっかけとなるんですけれ

ども、 18年のうち 15年間はそういうコンピユ}タ

}のシステム室のようなところでいろいろで汎用コ

ンビューターのSE・プログラマー、さまざまな設

計などやってきまして、平成3年に板橋区議会議員

に当選したということであります。

私は北川さんと違いまして、団塊の世代、非常に

悲哀を感じてきたというのが正直なところでありま

して、それは何かというと先ほどもありました数が

多かった、小学校で6組、中学校で9組とかですね、

私も 2年生、 3年生は11組とかありましたから、も

qu 
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佐藤康夫議員(板橋区議会)

う先生も個々に勉強を教えるなんでいう雰囲気では

なかったと思うんです。そういうことでもう少し今

みたいに1クラス 25人とか丁寧な教育を受けてい

ればもう少し人生が違ったかな、とこういう風に悲

哀を感じています。宿命といえば宿命なんですけれ

ども、そういう世代に生きて自分としては苦労して

きたけれども親も苦労してきたな、と。で、何とか

一人前の人間として少しは生きてこれたかな、とこ

ういうふうに思っています。

私も三年後には60歳になって定年退職というこ

とになりますけれども、私ども議員は党として定年

制がありますので65歳まで猶予はあります。もう

ちょっと早く抜けられればいいのですけど、そうい

うわけにはいきませんですけれども、先ほど佐高先

生もおっしゃっていましたけれども、ああいう自分

の言いたいことを言って、好きな事をやって社会に

貢献できるようなそういう人生を、残りは歩みたい

な、と。お話を聞きながらわが党もかなりパッシン

グされましたけれども、こういう立場で仕事をやる

のは酷だなと。これからはフリーに、お金を使わな

いで皆さんのために貢献できればな、ということを

考えながら、今日ちょっと大変借越なんですけれど

もこういう形で参加させていただきました。ありが

2007年問題と自治体の展望

とうございました。

鈴 木:ありがとうございました。先ほど控室で講

演の終った佐高先生に、これから行う第二部のシン

ポジストは公明党の先生ですよと言うと「え一、ま

ずかったかな」と言ってましたので、 「公明党だけ

でなく、自民党のことも辛口に言ってましたし問題

ないで、すよ」と言っておきました。ただ、佐高先生

もちょっと気にしていました。続きまして山本先生

お願いいたします。

-社会教育の重要性を考え学者の道に

山 本:配布されているパンフレットに書いてあり

ますように昭和26年ということで195 1年生まれ

です。電通などの調査では団塊の世代の中の一番最

後のところに加えられておりまして、そういう意味

では団塊の世代と考えています。実際に自分の過去

の経験を考えてみますと、小学校では増設のために

二部授業があったりとかいろいろなことがありまし

て。そういう意味ではだいたい閉じことを経験して

少し年上の先輩達が何をやっているのかな、という

のを見ながらきたところがあります。

私自身は実は埼玉に住んでおりまして生まれは新

潟なのですが4つの時には埼玉にいまして、大学院

を修了するまでそこにいました。最初に就職したと

ころは金沢で、金沢に8年住んでおりましてその後

山本和人副座長(板橋区生涯学習推進懇談会)
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今の埼玉県の入間市に来ました。ですからそんなに

いろいろな都市を知っているわけでもありませんし、

また東京23区の都市の生活を知っているというわ

けではありませんが、たまたま就職したところが家

政大学ということでこちらの区にある大学ですので

そんな関係もあってここに呼ばれていると思います。

私自身は教員になろうと思って大学に入ったので

すが、社会教育の重要性というものをそこで考えま

して、教員になるのを辞めて大学院に進学しました。

やっていることは中小企業の生涯学習ということの

研究をしていますが、こういう仕事をしていますと

いろいろなところに呼び出される機会が多くて審議

会の委員もさせていただいております。

先ほどご紹介にありましたように板橋区の生漉学

習推進懇談会の委員をさせていただいておりまして、

そこで団塊の世代についての議論もしております。

今日は後ほどそこの中で議論されたこと、あるいは

中間報告ができていればそこら辺の資料もお配りす

ることもできたと思いますが、まだできていません

のでどういう議論がされているのかというご紹介を

したいと思います。特にホームページで議事録など

公開されておりますので何をしているのかというこ

とについては、ホ}ムベ}ジを見ていただければ分

かりますが、生の声といった意味で聞いていただけ

ればありがたいと思います。

鈴木:ありがとうございました。では、続きまし

て渡辺市長お願いします。

圃多摩市のPRは手弁当で

渡辺:こんにちは。なぜ今日、私がこのフォーラ

ムに参加させていただくことになったのか、それは

板橋フォーラムの鈴木代表にお芦がけをいただいた

ときに、この板橋フォーラムのミッション、佐高さ

んは理念とおっしゃっていましたけど、そこにまず

共鳴しました。そしてボランティアで熱意をもって

やっている。理念と熱意、この2つに共感し、交通

費をくださるとおっしゃいましたけれどもお断りを

させていただきました。公用車で来ましたし、多摩

市のPRということもございます。多摩市のPRと

いう点では自慢も入るかもしれませんけれども、冷

渡辺幸子市長(東京都多摩市)

静にお話をさせていただきたいと思っています。

-長所を活かして・・皿、 2007年問題はチャンス

渡 辺:自己紹介ですが、チラシのプロブイ}ルに

ある通りでございます。多摩市役所の職員を30年

間していて、北川部長と同じようにたまたま5年前

に若い40代の市長が収賄事件で逮捕され、出直し

選挙があったときに市民の皆様から白羽の矢がたっ

て立候補しました。今年の4月に2期目の負託を受

けていま 5年目に入っております。私自身はいつも

仕事をするときに、自分の子育てを含めてですけれ

どもいいところを探そう、いろいろ短所も長所もあ

るときにどこを見て考えるか、それはいま申し上げ

ましたように長所を活かして。特に子育てがそうで

した。そして市役所での30年間の仕事もそうでし

た。市長になった今もそうです。

それから団塊の世代をどう考えるか、捉えるかと t

いうことについては、 2007年問題、これは問題で

はなく私は2007年は多摩市にとってチャンスと

よく市民の皆様に話しかけております。

2点目の団塊の世代そのものについての私のJ性格
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付けですが、それはいつも量が多いということで時

代を創ってきたということです。そして世界に類を

見ない速さで高齢化が進んでし、く。日本はそうです

けれども、多摩市はもっとそういう状況になるわけ

です。このときに新しいモデ、ルをつくっていく、そ

んな気概をもって今仕事をしております。

鈴 木:私も最初に市長室を訪問して市長にあうと

き、女性市長ということでどういう人なのかと少し

おつかなびっくり行ったのでが、市長室から私たち

が待っている市長応接室へ出てきたとき、堀爽とし

た中にも笑顔が素敵で「ああ、こういう人がトップ

である自治体はとてもいい自治体だろうな」と直感

で思ったくらいの市長です。

-来場者も三分のーが団塊

鈴 木:それでは本格的に議論を進めますが、 200

7年問題、団塊の世代の問題というのは大きく分け

ると二つに大別されるかと思います。一つは個々人

の生き方論、生き様論という部分。もう一つはそれ

を社会でどう支えるかといいますか、制度的な部分。

実際に定年退職になった後の居場所をつくったりす

るわけですから社会全体、地域全体で政策誘導的に

仕組みをつくらなければならない。そういう 2つに

分けられるかなと思うのです。今日はどちらかとい

うと後者のテーマ、地域においてそういった人達を

いかに地域に向けさせられるか、そのための制度と

仕組みをどうするのかを中心に議論を進めていきた

いと思います。

ちなみにシンポジストに方々もこれからの話の参

考にするかもしれませんので来場者の方ちょっと挙

手をしていただけますでしょうか。まず団塊の世代

より下だという方、手を挙げていただけますか(会

場 挙手)。だいたい3分の1くらいですね。次に

私は団塊の世代です、という方(会場挙手)。こ

れも 3分の1くらいですね。最後に団塊の世代より

も上ですよという方(会場 挙手)。これもちょう

ど3分のlくらいですね。 トータルの平均年齢はだ、

いたい501i;くらいですかね。だいたい団塊世代は3

分の1くらいということが分かりました。

それではまず、佐藤先生に聞きたいのですけれど

2007年問題と自治体の展望

も団塊の世代、 2007年問題を語るときに自治体と

して、行政として何らかの手を打つべきなのか、別

に手を打たなくていいのか、どう思いますか。

• 2007年問題は行政の重要な課題

佐 藤:私はしっかり手を打たなければならない、

このように思います。

まず第ーはですね、私来年1月で57歳になるんで

すけども 3年経って 60歳になって定年退職になっ

てどうなるかと思うとまだパリパリだな、と。多少

ちょっと薬を飲んだりとかありますけどまだパリパ

リじゃないかなと思います。今は昔と違って70歳

までは結構みんな元気なんじゃないかなと。まあ病

院通いしながらも、薬を飲みがならですね、何とか

我々団塊の世代をはじめその上の方達も頑張ってい

るんじゃないかなと。ということで私が一番行政に

お願いしたいことは我々もそうですけれども、とに

かくこれから定年退職を迎える方達に長く元気でい

て欲しい。病院通いしていても自分でとにかく毎日

いろいろなことが過ごせる、そういう意味の元気。

そのために行政が何ができるのか。まずこれから始

まらないと意味がないんじゃないかなと。元気であ

れば、来年4月1日から「高齢者雇用安定法」とい

うものが改正されまして普通の企業さんは65歳が

定年になります。あるいは定年延長がちょっと難し

いなという場合は継続雇用といって 65歳まで麗わ

なければならないという法律ができました。したが

って65歳までは大きな会社の場合、役所の場合も

ですけれどもだいたい働き場があります。ところが

中小企業とか自家営業とかあるいはそういう場のな

い方達もおそらく 3分の1くらいは出てくると思う

のですね。そういった人達の意欲ある働きたい、働

かなければ自立するのは難しい、そういったところ

の働く雇用の受け皿を行政はしっかり作っていかな

ればならないのかなと。これは当然産業界とも協調

してやらなければならない。

それから、さらに働きながらいろいろ社会に貢献

したい、生涯学習をしながらその成果で社会貢献を

したいという方もいらっしゃるので、いろいろな生

涯学習をもう少し幅広く展開する必要があると思い
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まずし、板橋もかなり進んでいますけれども、そこ

で得た知識や経験をどこで自分は貢献できるのかな

と。そういうところが非常に少ないような感じがし

ます。

これからはぞ「ういった60歳超えてもまだまだ生

涯青春だと頑張っている皆さん達の働き口、活躍の

場を、行政がいろいろな形で提供していかなければ

ならない。そういう意味では重要な行政の課題であ

ると思います。

鈴 木:行政が取り組まなければいけない、という

ご意見ですが、一方では団塊の世代だけ、行政がメ

ニューを用意し何らかの対策をする必要があるの

か、という意見もあります。また団塊世代の当事者

には「放っておいてくれ」という考えもだいぶある

ようです。既存のメニューの中から本人の生き方と

して自分で見つけ、参加してもらえば、あらためて

2007年問題で行政が対応する必要はないのでは

ないかという意見もあります。

そういう中で、最初巳多摩市のご紹介をいただき

たいと思います。多摩市は今年の4月に「市民活動

情報センタ ~J を行政の直営で設立しました。私も

市長のところに挨拶に行くとき寄らせてもらったん

ですけれども、駅直近の街の一番中心的なところの

ホールの上層階にあり、広々としたロビーに明るい

雰囲気で、そこでパソコンもできる食事もできると

非常にオープンな感じでした。そこで多摩市長の方

から資料もいただいておりますし、多摩市の紹介、

多摩市としての2007年問題、団塊の世代対策のビ

ジョン、そして市民活動情報センター設立の主旨に

ついて具体的に市長の方からご紹介いただきたいと

思いますので、よろしくお願い致します。

渡辺:少し5分から8分くらいお時聞をいただい

てもよろしいでしょうか。

鈴 木:結構でございます。資料は左上に平成18 

年11月4日と書いてある多摩市の取り組み、これで

ございます。

-信頼のネットワークのモデルをつくろう

渡辺:佐藤先生からお話がありましたように、や

っぱり笑顔で元気な高齢社会を創る。今そのために

第1章シンポジウム

私達は何をしなければならないのか、これが一つの

機軸でございます。

そしてもう一つが、国もそうですけれども、どの

自治体もデフレから脱却しつつありますけれども過

去のように右肩上がりに税収が伸びていく時代は終

わった。これからは税が今よりも横ばいか少なくな

るかもしれない少子高齢化社会にあって、団塊の世

代のために「市民活動情報センター」の役割は一つ

あるんですけれども、もう一つはもう少し長い期間

で見たときに、私たちはこれからも成熟した社会の

中にあって今くらいの税負担で、これから需要が伸

びていく、あるいは多様化していく市民ニ}ズに、

市民サービスを届けていくためには、構造的に抜本

的に変えるということが必要です。今日のレジメの

2番目「新たな支えあいの仕組みづくりと小さな市

役所」でございます。裏側にそのイメージ図をお届

けしてございます。

これまで多摩市では昭和61年の第一次行政改革

の時から“市民参加のまちづくり"を進めてきまし

た。その時は市民参加は市役所を中心にそれぞれが

扇形に参加をして個別の主体との信頼関係を構築し

てきた。というのがここ 20年近くの取り組みです。

平成14年から行財政の準備をして、平成16年が初

年度となって始まりました。平成15年のときから、

抜本的に変えていくためには自分達の自治体がどう

いう状況か、行財政診断白書をつくって行財政改革

から一歩進んだ行財政の再構築をしようということ

になりました。そして、そこで出てきたのがこの「信

頼のネットワ}クのモデルをつくろう」ということ

です。

田市役所はコーディネーター

渡 辺:これはどういうことかというと、先ほどの

表のペ}ジにあったように市役所は10年かけて職

員を4分のl、25%減らします。減らしてサ}ビス

が悪くなるかというとそうではなくて、市民・ NP

O、事業者、福祉法人など多様な方達がサ}ピスを

担い合う仕組みをつくることによって豊かなサービ

スを選択できる仕組み。これからたぶん最低10年

はかかると思いますけれども、そういう仕組みをつ
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くっていきたい。その仕組みの担い手として、まさ

に2007年を契機に多くの経験と知恵を持った市

民の皆様が帰ってくる。まちづくりにとってチャン

スなのです。私達は市民参加を市役所が中心ではな

くて市役所はコ}ディネーターをしていく。主役は

まさに市民の皆様です、というまちづくりを進めて

おります。

-なぜ、市直営の市民活動情報センターか

渡辺:そして活字のベ}パーにございますように、

ではどうやってそれを進めるかというときの拠点と

して、先ほど鈴木さんが着目してくださった「市民

活動情報センター」を、今年の4月にオ}プンしま

した。多摩市はすでにNPOセンターがあります。

これは場所は行政が提供するけれども運営主体は市

民です。それから社会福祉協議会にボランティアセ

ンターがあります。昭和61年ちょうど私が福祉部

の係長のときに、社会福祉協議会の人たちと手を携

えて立ち上げました。ボランティアセンターがあり、

NPOセンターがあるにもかかわらず、なぜ直営の

市民活動情報センターなのか? 理由は大きく二つ

あります。

ひとつは先ほどの市民の皆さんがいろいろ活動し

ていただくために、情報があちこちに縦割りにある

ものを、そこに行けばすべての情報にアクセス出来

る。解りやすく諸情報が集中的に集まってくる、と

いうのがひとつのねらい。それは市民の皆さんにと

って分りやすくなっていく。

もうひとつは市役所を変えることです。 2の「新

たな支えあいの仕組みづくりと小さな市役所」とあ

りますように、ゼロベースで市役所の仕事を見直し

ながら、協働で出来ることを協働で行っていく。や

はり行政が自分たちの仕事をしっかりと分りやすく

市民の皆さんに示して、プランニングの段階から市

民の皆さんと一緒に協働で創らなければならない。

それには市役所自身が変わらないと出来ない、だか

ら直営にしました。市の職員が5人それからいわゆ

る臨時職員、非常勤一般職の職員が6人、計11人で

シフトを組んで運営しています。長くなりますので

また必要に応じて説明させていただきますけれども、

2007年問題と自治体の展望

多摩市が今、市民活動情報センターをオープンさせ

た理由はそこにございます。

先ほど市民の皆さん65歳まで働くというお話が
あっL

ありましたけれども、こないだ日経新聞に三浦展さ

んが団塊の世代を分析していますけれども、必ずし

も団塊世代みんな貯蓄があるわけで、はありません。

2割以上の方はかなりの貯蓄がありますけれども、

貯蓄が少なくて生活にまだ不安を持っている方が大

勢いらっしゃる。そのときにその方たちが、即、優

雅にボランティア活動が出来るかというと、そうで

ない方も大勢いらっしゃる。けれども現役世代のと

きのような収入がなくても良いとすれば、その方々

たちに多摩市で仕事を起こしていただこう。

そのために、その人その人の情報の発信もこの市

民活動情報センターで担っていただきたい、という

思いを強く抱いております。

鈴 木:市長の想いの中では、センターには市役所

を変えるという役目まである、という話を聞きまし

て少々驚きを覚えました。

多摩市はそんな事で市民活動情報センターという

ことになりましたけど、私たちのこの板橋区には何

人ぐらい団塊世代がいるのかという数字的な面も含

めた区の状況と、 2007年問題の取り組みについて

北川部長のほうからご紹介いただければと思います。

資料は東京都男女年齢別人口予測とあるべ}パー

これが北川部長に用意していただいた資料です。

-板橋区の人口構成

北 JII : :渡辺市長の方から、多摩市の取り組み、大

変よくまとまった取り組みを話していただきました。

基本的には似ていまして、板橋も方向が同じだなと

いう思いで聞いておりました。

板橋の場合、資料をお出ししているんですけれど

も2007年問題っていう取り上げ方はしておりま

せん。実は“団塊の世代対策"という取り組み方で、

2007年問題とはちょっと違うのかなと思ってお

ります。その辺のところをちょっと話していきたい

と思っていますけども、じゃあ板橋区の団塊世代の

対象人口ってどのくらいいるのっていうことを含め

て人口の今後の予測を出しているのが、一枚目のと
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ころです。

表のところでは、いま人口は52万4千人ほどいま

すけど、今後このままほぼ横ばいで行くだろうって

いうふうに言われています。住民基本台帳上ではな

くて国政調査の結果などを見たものがこの一枚目の

表なんで、すけれども、今後外国人の区民が増えてい

くだろうという、それを合わせますと微増なんです

けれど今後少しづっ増えていきます、というような

ものが出ております。

それから年齢構成については、やはりご多聞にも

れず団塊の世代のところと団塊ジュニアの部分とい

うのが明らかにピラミッドの形ができているという

状況がございます。

全体の傾向、人口を見ていきましでもやはり 65

歳以上の人口が一貫して上昇していまして、いま全

人口の18%をちょっと超えたところです。これ23

区の中では比較的低いほうです。まわりは30%を

超えています。それから年少人口は減る傾向にあり

まして、高齢者との比率では平成7年からもう逆転

していて、高齢者人口が増えていくのと同時に特に

75歳以上の高齢者の人口が増えているということ

と、単身の高齢者の世帯が増えているということが

いえます。これは今後もこういう形でいくんではな

いかなと思っております。

その中で、昭和22年から 24年生まれの人口を見

てみますと、 22年生まれの方が、 9564人。これ

1 8年4月1日現在ですが、 23年生まれが8721人、

24年生まれが8496人ということで、 26781人

がこの3年間に生まれた区民ということになってい

ます。男女比では、男性13880人対女性12927

人ということで、板橋では男性のほうがこの年代は

多いという実態となってます。

園田塊世代対策のキーワードと目標

北 J 11 :こういう状況の中で実は今年度当初に、区

長のほうから「団塊の世代対策はどう考えているの

か。少しきちんと論議をしなさい」という提議がご

ざいまして、健康生きがし、部が担当としてまとめよ

という指示がありまして、 7月にこの資料の2枚目

のところに表がございますけれども、関係の各部そ
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れから関連の諸団体等にも集まっていただきまして、

今後の方向性ということで、一応の大枠を決めてま

いりました。それがこの横になっております「団塊

の世代の対策」のところなのです。

いま渡辺市長も“笑顔で元気な高齢社会"だとお

っしゃってましたけど、板橋区としても団塊の世代

の人達のキーワードは、健康でいきいきと過ごす、

一番左に書いてありますが定年後を健康でいきいき

と過ごすための提案ということです。それと最終的

にこの団塊の世代対策の目標を一番右にありますけ

れども、やはり団塊の世代の方々が地域に戻ってく

る、きていただきたい。で、その方々が地域でいろ

んな活動でデビューしていただくことで地域の担い

手になって、地域の活性化をしていただきたい。と

いうことが大目標です。

それから二つ目は、板橋は中小企業の非常に多い

まちですので、産業の活性化を区としても取り組ん

でいるところです。そこでもやはり、地域経済のと

ころで起業していただいても良いです。コミュニテ

イビジネスなど起業していただく、 NPO法人を設

置をしていただく、というようなことも含めて、中

小企業へでも結構なんですけれども、今まで持って

いた技術やノウハウをぜひ板橋の経済の活性化とい

う分野に生かしていただきたい。

この2点を大きな最終目標として捉えて、そのた

めに何をやるのかという組み立てになっております。

とりあえず9月20日に日経新聞の鶴田前社長をお

呼びいたしまして、団塊世代向けセミナーを第一弾

で、ゃったんですけど、鶴田会長を呼んだ経緯という

のも、板橋の場合は、はじめはやはり地域の経済の

活性化にどう団塊の世代の方が生かせるのかという、

就業、雇用、就業の支援が大きな部分であるという

ことがありました。

E 直接提供でなく支援、そして横のつながり

北 J 11 :その目標を獲得するための手段としては、

働きたいという要望に対してやはり、就労、雇用の

面を整備をしてし、く。それから社会貢献をしたいと

いう団塊世代の方々の意欲に対しては、社会参加の

場を区が直接提供するということではなく、やはり
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地域に自然にデピユ}が出来る体制を支援をしてゆ

くという、その整理をしてゆきましょう。それから

学びたいという方々に対しては、グリ}ンカレッジ

等様々な生涯学習の部分がありますので、その部分

を整理し、これも区が直接というよりは皆さんがご

自分で学ぶそのための後援を区がしてゆく。全て区

としては今も3つの分野で色々やっておりまして、

今年度重点事業とありますが、これがほぼ17年度

に実施している事業なんです。それからさっき縦割

りの話がありましたが、まだまだ縦割りのところは

いなめませんけれども、バラバラに行われているも

のを団塊の世代対策としてキチンと連携をつけて体

系化をしていきましょう。それをやった後で、足り

ない部分が何なのかを整理し区として支援という。

団塊の方々が実際に活動してゆく、自ら活動してゆ

く支援をしてゆく部分で、足りない部分は区として

担ってゆこうと、そういう基本的な考え方で、この

大綱を作っているというところでございます。

これに基づいて 18年度から少し具体化をしてゆ

きたいと思っている事業もありますけれど、まだま

だ生涯学習は生涯学習の分野、社会参加は社会参加

の分野というような形で縦割りの部分がありますか

ら、その辺を含めてどうそれぞれの事業を横に繋げ

て行くのか。皆さんに、横に繋がってこういうふう

になっているよというのを、どうやったらうまくお

知らせして理解して参加をしていただけるのかとい

うのが一番大きな課題になると考えております。

-ペーパーをどう具体化していくのか

鈴 木:私もこの表を見ているのですが、先ほどの

佐高先生の影響じゃないですけれども、役所のつく

ったものは少レ懐疑的に見たほうが良いかもしれな

い部分があると思います。こういうペーパーをつく

りますと「ああ、それなりに板橋区も打ち上げて、

これから政策に取り組むんだなあ」と感じてしまい

がちですが、このベーパ}をどう具体化するかとい

うことが大事で、ベーパ}を作るのが仕事じゃない

んですよね。

本来、このペーパーも協働でつくるべきであり、

そしてこれをどう具体化するかについても、今日ご

2007年間題と自治体の展望

来場の皆様を含めて、区民そして団塊の世代の当事

者が参画できる体制を整えるというのが、いま一番

区役所が取るべき早急の課題じゃないかなと私は感

じています。

もう一つ、生涯学習推進懇談会の中に団塊世代小

委員会というのがございますので、この団塊世代小

委員会でどんな議論がなされているのか、また山本

先生は他にも埼玉県の教育委員会ですとか色々携わ

っているようですので、他の地域の団塊世代に関す

る取り組みというのを簡単に紹介いただければと思

います。よろしくお願いいたします。

-団塊の世代小委員会での議論

山 本:ホ}ムページ等で議論がどんなふうに進ん

でいるが、というのはご承知かと思いますけれども、

団塊小委員会のほうでも 2007年になったからそ

の時点で全員が地域に帰ってくるとは想定できない

だろうと。やはりある程度のかたは働く場があれば

働いて職業についている。あるいは職業の場を選択

して、それらの方を継続するということが多いので

はないかと考えている訳ですね。しかしそういう事

も含めながら意欲を持って活き活きと過ごせるよう

な、そういう支援というものを考えていかなければ

いけないということで、しかも 2007年問題と言わ

れますが、団塊の世代、昭和22年から24年までが

中心ということで、その3年間だけ対象とするわけ

ではなく、これからがスタ}トであると認識したほ

うが良いだろうと。

そういう意味では、ただ団塊世代のためだけに対

策を取るということでなくて、その対策のはじめで、

出来れば先ほど部長のほうから出ましたけれど、構

造的といいますか仕組み作りのようなものが出来て

くれば良いのではないのか、ということが議論され

ています。しかしいいアイデアが出ているわけでは

ありません。

それからまた団塊世代の支援という時に、行政だ

けで出来るんだろうかということも議論されまして、

もし仮に学習機会を区がやることもあるわけですが、

それだけでなくて区民それから大学、企業そういっ

たところと協働しながら拡充していくということが
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課題ではないかというふうに考えている委員が多い

と思います。それからいま言いましたように地域デ

ビューをする人が増えていくだろうということでは

あるわけですが、これは東京都が行った調査ですけ

れども 150歳代の就業や生活設計に関する調査」

の結果で、団塊世代の特徴というのと課題というの

がかなり整理されております。

まずーっは健康に対して自信を持っている人達が

多いということですね。だから良いというわけで、は

ないんで、すが、それを維持していかなければいけな

いという点で生涯学習の中で検討していかなければ

ならないことだと考えます。生涯学習と言っても非

常に幅が広いので捉えずらいというところがあるか

もしれませんが、そういうことが言えるかもしれま

せん。

それから先ほども言ったことですが、団塊の世代

は多面的な活動をしていることと、就業意識が高い

ということですね。 5年後も働いていたいという男

性は84%いるわけですね。ですから 65歳まで働い

ていたいという人はかなりの比率になっているわけ

です。その理由は色々あるかと思います。また生涯

現役というか中小企業の経営者等、定年なんかない

という中ではかなり高年齢になるまで働いていかな

ければいけないということが有りまして、そういう

意味ではそういう人に対する支援も掌握して、出来

ることはしていかなくてはいけないでしょうし、他

の部局と連携をとりながら進めなければいけないと

思います。

家族形態の変化と生活行動ということで、今後一

人暮らしや夫婦のみの世帯が増えるということを東

京都のほうで予想しているわけですが、そういった

ことは板橋区のほうでもかかわってくるのではない

かと思われます。また東京を脱出してどこかに住み

たい、いまマスコミ等で色々離島に誘致したりです

ね、営農支援、それからわが町へ来ませんかと PR

されてますけど、東京都の中で住んでいる人達にと

って快適さというものがあるんだろうと思います。

ちょっと横にそれてしまうと埼玉の上尾というとこ

ろの団塊の世代に属する人達が、ギターの同好会と

いいますか仲間を求めて千葉県の柏まで行きそこで

コンサートを開くとか、そういうような時代なって

いる中で、東京都の中にいらっしゃる高齢者は東京

都の中で動くということがあるのかもしれないとい

うことがあります。

それから幾つかあるわけですが、市場から見た時

に団塊の世代はかなりお金を持っている人達もいる

ということの中で、また高齢者を対象とした企業で

すね、あるいは商売といいますか、そういった所も

当て込める、その辺のことも注目されています。

-学んだ成果を活かしての社会参加を期待

山 本;それからちょっと飛ばしますけれど、とに

かく多様な生き方をしたいといういう人達への支援

というのがあるので、従来からの生き方が学習を修

行のようにとらえているかもしれませんが、学んで

いればいいんだというだけで済まされないんだろう

と思います。

また地域コミュニテイへの参加ということなんで

すが、従来なかなか働く世代の中で地域を顧みない、

地域を離れて生活している人もいる。一方では地域

にずっと根ざして生活している人たちもいる中で、

地域を離れて生活していた人たちがいきなり地域に

入れるかという問題もあるように思います。埼玉の

ほうでは従来から高齢者の“老人会"という通称で

呼んでいますけども、そういう活動をしている人た

ちの会には入りたくないと言っている人達もいるわ

けなんですね。ですがそういう意味では、既存の地

域にある組織というものが、受け皿になるかどうか

は大きな問題のように思います。東京都の調査の中

では、もう少し色々指摘されてますが、そういった
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ことが板橋区の場合かなりダブ、ってくるのではない

のかなあと予想されます。

いずれにしろ大事なところはこの懇談会の中で検

討しているんですが、色々なこととかかわるんです

ね。それはどうしてかというと、学習というのはも

ちろん楽しみでやる場合もあるかもしれませんが、

学んだことを生かして社会に繋げていくというとこ

ろがあります。つまり生かして繋げていく先は色ん

な所があるわけですね。そういう意味でも「ただ学

んで楽しかった、ハイおしまい」ということではな

いだろう、そういうことが議論されていまして、で

きれば学んだ成果を生かして地域へ社会参加してゆ

くことが自己の実現の拡大につながる、そういうこ

とを期待してゆこう。そんな議論をしていました。

-行政から団塊世代に望むことは

鈴 木:生涯学習審議会の内容はかなり多岐に及ん

でいまして、結局行き着くところはそれぞれの分野

分野で参加しなければ始まらないということになっ

ているような感じがします。

団塊世代の問題を地域として考えた場合、これは

渡辺市長にお聞きしたいのですが、先ほど渡辺市長

は「団塊世代が地域を変える」と話しましたが、要

するに会社を辞めた人たちに対し、行政側から団塊

の世代に望むこと、あるいは期待していることがあ

れば、この場にも団塊の世代が3分の 1いましたの

で、その人達に対するメッセージも含めてお話いた

だければと思います。

圏実験都市として注目されてきた多摩ニュータウン

渡 辺:自立した市民で、あっていただきたい。そし

て自治体の職員も自立した職員でありたいと思って

います。それは“自らまちをどうしたらいいのか"

という時に、あれやってくれ、とかあれは駄目だと

いうのではなくて、どうやったらこのまちが良くな

るのかというところに歩み寄っていただいて、まち

づくりしていただけたら、というのが、これは団塊

市民だけでなくて多くの市民の皆様と行政との関係

になろうかと思います。

多摩ニユ}タウンはちょうど高島平団地と同じ時

期、昭和46年に第一次入居が始まりまして、数年

前、平成6，-，.，，8年くらいが人口のピークで、それか

ら暫くは人口が減りました。先ほど板橋さんが羨ま

しいなあと思ったのは、団塊ジュニアの世代がしっ

かりといらっしゃいます。私たちのところはどちら

かというと団塊世代のジュニアが独立して市から出

て行く傾向があります。だからニュータウンの中で

は人口は減りました。今はそれが横ばし、から微増に

なりましたけれど、色々住宅政策等やっているわけ

です。そんな多摩ニュータウンはいつも実験都市と

して注目をされてきました。日本の中のベッドタウ

ン・ニュータウンということで注目され、いっとき

4年前くらい、オールドタウンとよく部撤されまし

た。閉じ多摩ニユ}タウンの中でも多摩市は一番先

に開発されたところでした。

聞女性市民がまちをつくってきた

渡辺:多摩市の概略を申し上げますと、多摩市は

いま 14万5千の市民の中で、人口でいくと 65%か

ら70%近くがニユ}タウン市民なんです。面積で

も6割がニュータウンなんです。だからニュータウ

ンがどうなるかということによって、多摩市全体の

形が決まるので、多摩市にとってはニュータウンの

問題が非常に大きいわけです。日経に“団塊世代が

地域デビューへ"ということで多摩市が取り上げら

れたり、このあいだは東京新聞が多摩ニユ}タウン

を取り上げてくれました。["多摩市の挑戦 故郷再

生に団塊力」まさに団塊の力は地域社会が注目して

います。

鈴木さんが団塊世代にどういうことを望むかとい

うふうにおっしゃいましたけれども、私たち多摩ニ

ユ}タウンは実は女性市民がまちをつくってきまし

た。男性市民がみな日中働きに出てしまった時に、

まちを女J性市民がつくってきたと、私は思っていま

す。その女性市民が時代を先取りし、障害者支援あ

るいは子育て、あるいは図書館の読書活動について

も、非常に活動が活発でした。そこにいま団塊世代

から上、あるいは団塊世代で早期リタイアした人た

ちが、まちづくりに参画して色んな取り組みをして

います、ということが取り上げられてます。どうか
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団塊世代の皆さん、今からお仕事をしながら自分の

次のステージを考えると同時に、やっぱりその時に

は自立した市民として色んな物事を考え、そして考

えるだけでなく是非アクション・行動していただき

たいと思っております。期待しております。

鈴 木:アクションというところで、自治体の役割

もあるんですけれども、これは佐藤議員にお聞きし

たいのですが、いま団塊世代が会社に勤めながら

徐々に地域デ、ビューを果たしてゆくにはどうしたら

よいのか。プッツリ定年になった後に、実際「どう

いうふうに地域や活動に入っていったら良いのか分

からない」という意見が色々なアンケートから出て

おります。そこで、どうすれば入れるのか、入るた

めに自治体はどういうことをし、どんな仕組みをつ

くるべきなのか。その辺のお考えをお聞かせいただ

きたいと思います。

-必要な人に必要な収入と場所を

佐 藤:定年後の経済力によって様々で、その人の

環境が違ってくると思うんですけど、今の日本の社

会では、奥さんも旦那さんも厚生年金とかあるいは

共済組合とかいう方はもう全然楽勝ですね、年金で

食っていけます。両方とも公務員であれば年間400

万以上の年金がありますから。例えばご主人が厚生

年金で奥さんが国民年金という方については、これ

は生活していくのがギリギリだと思います。

それで、も更に働いて社会参加してゆくという人も

いると思うんですけど、やはり我々は現場の中にい

ますと、元気で経済的な心配も無くて色んなボラン

ティアに参加する、社会参加・社会貢献していく、

そういう方たちは非常に前向きで積極的で意欲ある

から良いんです。ところが社会の歪の中に沈んじゃ

っている人もいる訳ですね。例えば国民年金しかな

ければ食っていけないんですから、片方が自分で事

業していて奥さんもそれを手伝っていたとなると、

その仕事がなくなって年金だけでゆくとなると、な

かなか生活がままならないで、す。そうすると何とか

仕事を探さなければいけない、じーっは仕事を探

すときに、板橋区もシルバー人材センターとか就労

支援とかやってますけども、いわゆるそういった必

要な人が必要なところで必要な収入を得られる仕事

を与えられないということが一つ大きな課題です。

ですから必要な人「もう私はこの収入しかない」と

いうご夫婦、そういった人がまず自立していくだけ

の収入を得られる、そういう働き場所を行政がしっ

かり確保してあげる、採ってあげる。そういうこと

がまず大事だと思います。

生活に余裕がある人は、一番自分の趣味の世界と

か好きなボランティアとか、そういったところに自

然に入っていきますからいいんですけど、私たちが

一番求めているのは、地域の中で色々貢献してもら

うことが一番いいんですね。地域の中で、私だ、った

ら中台にいますから、中台の地域の中に入って、例

えば自分がまだ介護の必要ないお年寄りとか、一人

で暮らしているお年寄りとか、防災関係とか、一杯

やる仕事がありますので、そういったところに入っ

ていただけるのが一番良いんですけれど。

国難しい既存組織への新しい人の参加

佐 藤:ところがここで町会がなかなか入りにくい、

これが板橋の中でも一番悩みだと思います。役職ち

ょうだ、いたって簡単にくれるもんじゃありませんか

ら。要するに既存のそういった組織が新しい人たち

を受け入れないような形になっているところを打ち

破らないといけないんじゃないかなあと。これは一

つは行政の役割だ、と思います。町会と行政はすごく

つながっていますので。

それからもう一つは、マンションがたくさん出来

てきました。民間のマンションで板橋でも 100棟以

上のマンションが出来てきましたけれども、新しい

うちはいいんですけど、段々年数が経ってくれば、

お年寄りが残ってくるという社会があります。また

マンションの中で定年退職した人達が、そのマンシ

ョンの中でどうやって自分のことを広げていくのか

というのも難しいところがあります。それから公営

住宅はほとんどがお年寄りになってしまった。先ほ

ど高島平の話がありましたけれども、以前は中堅の

人がパンパンいて活気がありましたけども、いまは

ほとんどお年寄りだけで、団地の中でお年寄りを支

えてくれる人もお年寄り、そのお年寄りが段々高齢
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化して元気なお年寄りが少なくなってくる。そうい

う地域的な課題もたくさんあります。

ですから、地域の中で退職された方々のニ}ズに

対応して、色んな問題をカパ}してくれる、既存の

町会とか団地の自治会とかでうまくやっていけるよ

うな仕組みを行政の方でしっかりやらないと、行政

は機能しなくなってくるんです。勝手にドンドンい

ろんなことをやるのは自由かもしれませんけども、

いざとなった時に例えば防災の問題にしても色んな

問題にしても、常に地域が中心で色々協力・協働し

てゆくということがありますので、そこがーっこれ

からの大きな課題だと思います。これ大変難しいの

で、北川さんとかよく役所の部課長さんに工夫して

もらって・・・。

板橋はそういうことはありませんけど、ちょっと

田舎へ行くと神輿はあるけど神輿を担ぐ人がいない、

隣から呼んでもらって担いでもらったと。ところが

隣もいなくなったんで、もう祭りが出来ないという

ことも結構地方ではよくあることなのです。板橋区

にとっても、地域で何かこういうことをやりたい、

環境の問題とか、防犯の問題、防災の問題、色んな

ことをやらなければいけませんけど、担い手はいる

けど中に入れないと、こういう現象が起きているの

を改革しなければいけない、こう思っています。

-既存地縁組織を団塊のパワーで変えるには

鈴 木:これは板橋にとってかなり本質をついてい

る問題提起で、要するに例えば既存の町会なり自治

会の組織が地域に果たす役割は非常に大きいんです

けど、そういった組織にとって、世代交代は革命に

等しいです。例えば団塊の世代が定年となったとき、

既存の町会自治会なりでデビューするためには、そ

れこそ全共闘じゃないですけど、自立した市民とし

て「僕たちが音頭を取って、ものごとを創ったり変

えていく」という気概を持って立ち向かっていかな

いと、この問題は解決しないように思います。その

時、行政の果たす役割もありますけど、先ほども市

長が言いましたけど、団塊の世代が自立して取り組

んでいくことが大事かと。また、佐高先生も言いま

したけど連帯をするということも大事で、これはこ
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の場で決着がつく問題じゃないですけど、既存地縁

組織への入り方、あるいは活性化というのは、板橋

において大きな問題ですから、団塊の世代にそうい

う意味では期待したい部分もございます。

-創意工夫で目玉政策の打ち出しを

鈴 木:それともう一つは、先ほど佐藤議員から区

の取り組み、区もちゃんと知恵をひねりなさいとい

うことがありました。実際いま板橋としてこの表を

見ると既存政策の焼き直しなんですよね。既存政策

だけではなくて、知恵を絞って創意工夫で何らかの、

例えば多摩市さんが市民活動情報センターをオープ

ンさせたような目玉となるような新しい施策を打た

なくちゃならない、と思うのです。

そこで北川部長に個人的でも構いませんので効果

的な新しい施策の考えなどがありましたら、ご披露

いただきたいのですけれど。

-政策を練り直すシステムをどうつくるか

北 JII:施策があれば何も苦労しないわけでござい

まして・・・。まず私たちがやるうとしていますのは、

いま自分たちがやっていることが団塊の世代という

か地域で皆が本当に自立した市民として活動を開始

してもらって、それが地域の活性化、経済の活性化

に少しでも役に立つように。その中で各部がやって

いる事業がどういう位置づけになっているのか、職

員を含めて担当しているところがしっかりと区全体

を押さえて、そこから住民の皆様も含めて話し合う

中で、何が足りないのかというのをもう一回練り直

していきましょう、というそういうところなんです

よね。その中で、板橋はこうやってみていくと確か

にやっている。だけどやっているけど皆はやってい

ることを知っているかなあっていったとき、住民に

まだ分かつてもらっていない。

先ほど多摩市で情報を一元的に管理してきちんと

知らせる施設として市民活動情報センターをつくら

れたとおっしゃっていましたけれども、やっぱり区

が公設公営でやるかどうかは別にして、区がやって

いる事、やらなければいけない事、やろうとしてい

る事をキチンと皆様にお知らせをし、それに対して
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意見をいただいて練り直しをしていくというシステ

ムをどう作るか、という事に尽きるのかと思ってい

ます。

実はさっき渡辺市長と話をしていて総合ボランテ

イアセンターの“総合"って何ですかと聞かれたん

ですが、板橋は総合ボランティアセンタ}というの

をこの4月にっくりました。板橋第三小学校の跡に、

はじめ区のボランティア・ NPO係と言っていた。

そこから総務部が担当していたものを今度は区民文

化部の地域振興課が担当するという事にして、社会

福祉協議会でやっていた福祉の分野のボランティア

センターと市民の皆さんがボランティア・ NPOを

進める中核として発足させた会と、全部まとめて“総

合"という名前をつけたんで、す。もう半年経ちまし

たが本当に総合という位置づけになっているのかと

問いかけられた時に、私はまだまだ不充分なところ

があると思っております。それぞれ、そこで活動し

ていただいている方々は本当に精一杯やっていただ

いていますけれども、ここを基盤に、区のボランテ

ィアなり NPOなり貢献をするというところから言

えば、地域デピュ}などを含めて総合ボランティア

センターが一つの大きな核になって行くんだろうと

思っております。

その部分で個人的な意見としては区はちょっと手

を抜きすぎているんじゃないのかな、と。もう一度

区がそこにキチンと手を入れて一緒にやるという姿

勢を出すべきなのかなと、こういうふうにこの半年

の動きを見て考えているところです(会場から拍手)。

そんなふうにうまくいけば良いんですけども、そう

思っています。

圃新しい手を欲している既存組織

北 )11:それと先ほど既存の組織は難しいという話

が出ましたけど、本当に地域デビ、ューを皆さんがし

てゆくとき、既存の組織とどういうふうに関係を保

ってゆくのか、というのがものすごく大きな問題だ

と思うんです。やはり既存の組織があるということ、

これだけ区を支えているということは板橋の今まで

培ってきた実績だし、これを無視することは絶対出

来ないことだと思います。私も昔は何とかここをぶ

っ壊して出来ないのかなあと思った時期もありまし

たけれども、やっぱり現実的に言えばここをどう少

しでもいいから変えていく。ただここにすっぽり入

って変えようというのはとても無理です。今回の9

月20日の時(日経新聞鶴田前社長の講演会)にも

参加された皆さんに対し、老人クラブから「老人ボ

ランティアしていただけませんか」というチラシを

お配りしているように、やっぱりもう既存の組織は

今の状態では出来なくなってきているんですね。だ

から少なくても皆さんの新しい手を欲していること

だけは事実なんです。そこに少しずつ入っていって

「何だこれは」と、思うことがあるかもしれないけ

ども、お手伝いして実績を作っていくということが

すごく大切なことかと思います。

それともう一つはボランティアの組織なり NPO

法人なりが、地域の中で一緒になるのではなくて、

別個に進んで、いても一緒の方向を向いて論議をし、

活動してゆくという部分をこれからの桜橋はつくっ

てし、かなければいけないのではないか、と思ってい

るところです。

鈴 木:期せずして会場から拍手が上がりましたけ

ど、拍手が上がった部分は総合ボランティアセンタ

ーということです。ですが先ほどの部長の言い方は

少し他人事のような雰囲気がございました。基本的

に区の総務部長であれば、役所がもう少しテコ入れ

すべきという部分については、実現できる立場にお

りますので、その辺は部長からも側面支援をよろし

くお願いします。

• NPOと地縁組織の関係は?

鈴 木:先ほど、既存の例えば老人クラブなり町会

組織の話が出ましたが、基本的にボランタリーな活

動はどちらかというと教育とか福祉とか環境とか、

分野ごとの縦軸で動いている部分があります。多摩

市の場合、既存の町会や老人クラブの活動と分野別

のボランティア活動というもの関係はいかがでしょ

うか。縦と横の活動のメンバーが重なっている、あ

るいは一定の連携がとれてクロスしながら、うまく

地域が回っている、といった部分での現実について

はいかがでしょうか。
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-“地縁"と“知縁"

渡 辺:悩みはどの自治体も共通しているなあと思

いながら伺いました。大きく違うことは板橋さんは

地縁、土地の縁。私のレジメで、市民情報センター

のところの一番上、知る縁と土地の縁のネットワー

クを書かしていただきました。板橋さんは先ほど佐

藤区議さんが話しましたように自治会はなかなか入

りにくいとか、色々課題はあるけれども土地の自治

会がしっかりしているということは、私はストロン

グポイントだと思います。その強みをどうやったら

もっと聞かれた自治会にしてゆくのかというのが課

題だと思います。

多摩市の場合もそういう地域もあります。昔から

の地域、自治会活動が強いけれども、新しいマンシ

ョンはノーとしづ地域もあるので、そこが課題です。

むしろ多摩市の場合は6割の地域は全国からそれこ

そ高度成長で上京した人達が住宅を求めてきました

から、土地の縁はそこからつくられてきています。

ニユ}タウンの中の55%は分譲ですので、分譲の

方々は住宅管理組合に入ります。この方達は初めは

住宅管理だったけれども、そうは言っても自治組織

として今は機能してます。それらも含めて5割強6

割近くが自治会組織としては概ね編成されています

が、 4割のかたは入っていない。

園 200万人の市民活動

渡 辺:その前段で私たちがいま土地の縁ではなく、

知識縁・知縁としていいますのは、公民館やPTA

活動あるいはスポーツ活動を通じて皆さんが市民活

動をしてきている。生協活動等も含めてですけども、

その方たちが子育てのボランティアやNPOに発展

していったり、環境問題の市民会議はそこからエリ

アを越えてあるわけですけど、課題別のエリアを越

えた知識縁のネットワークも広がっているのが、こ

の“200万人の市民活動

動でで、す。これらがどのように新しい支えあいの仕組

みの担い手となっていくのかが、多摩市の課題でご

ざいます。

もう一つ、多摩市の場合は急激に大きくなった都

市だけに、昭和63年からコミュニティセンターを

設計段階から市民参加でつくってきています。いま

1 0のエリアの中の7つまでそれが出来ていて、この

コミュニティセンター運営協議会が地域の課題をか

なり解決している、まちづくり協議会的な役割を担

いつつあります。 15年前の平成3年からの総合計画

の中で市民・行政・民間の協働によるまちづくりと

いうことで取り組んでおり、コミュニティセンター

運営協議会を発展的にして、 “まちづくり協議会"

をつくれたら良いなと私たちは考えていますので、

板橋さんの場合のほうが歴史があって強みがあるん

ですから、私たちよりずっと可能性を秘めているの

ではないないでしょうか! というメッセージを送

ります。

圃 2007年問題対策検討会議と区民提案

鈴 木:内にいると分からないことも、やっぱり外

から見るとストロングポイントだという市長のご指

摘については、コロンブスの卵ではないですけれど

も印象深いものがありました。強みにしていいんだ

なあというふうにあらためて思いました。

先ほど北川部長に役所の具体策ということで話を

伺ったとき、今のところ役所は新規のものがないと

いうことだったんですが、実は、私どもこのフォー

ラムを開催するに当たって十数回12007年問題対

策検討会議」を聞いてまいりまして、役所の人ですと

か団塊の当事者とか色々お招きして意見交換する中

から、我々なりの研究分析と施策を創り上げてきま

した。それを、この場で簡単に発表させていただき

ます。

12007年問題対策検討について」というレジメ

でございます。いくつか数字面ですが、先ほど北川

部長から男の団塊人口の説明がありましたけれど、

色々ヒアリングしますと基本的に女性については、

そんなに対策が必要というわけではなくて、日常的

に地域の中での人間関係があるということで、対象

は男性13880人の中、色々計算しますとだいたい

板橋区で何らかの対策が必要な団塊の世代は1万人

なんですよね。意欲面ですけども、退職後フルタイ

ムで働きたいたいという人は少ないようです。労働

意欲はそんなに強くはない。その下にありますけど、

円
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引退後はやっぱり趣味やスポーツ・ボランティア-

NPO活動等の社会活動の意欲が非常に高い。

圃『準備セミナ-~と『地域の居場所ガイドブック』

鈴 木:それからめくっていただきまして、そのよ

うな現状で私どもとして企画提案でございますけれ

ど、どういった具体策を講じたらいいだろうという

ことで、まず上の二つを強調したいんですけど。一

つは60歳になっていざ地域デビューといっても難

しいものですから、勤めながら少し準備期間という

か慣らす期聞が必要じゃないかと思いまして、その

事前対策として連続講座を開催Lてみてはどうかと。

その連続講座についてはその次の別紙にありますと

おり講習会型の12コマくらいで、事前に応募して

もらって、こういった講座を通じて社会参加なり地

域デピユ}の機会を提供していく。学ぶだけ学んで

というのではなく、その後につながるようなそんな

セミナーにしてあります。

それからもう一つはハンドブック・ガイドブック

の作成と頒布ということです。何が団塊の時代に必

要かというと、突然会社に行かなくなるわけですか

ら、要するに時間を使う居場所を作ることが大事だ

と。居場所というのは既存でも地域では色々あるわ

けですので、既存の色々な居場所を一冊にまとめて

それを頒布する。社会活動、趣味の活動、サークル、

簡単な仕事、スポーツ施設、文化施設等々。それを

広報板橋でこういう物を作りましたと PRし、これ

を見ればだいたい退職した方の地域における居場所

が網羅されています、と。そんなハンドブックを作

って、ただで配付する必要はなく原価ぐらいで販売

したらいいじゃないかということです。

-超高齢化社会に備えてワンストップ型機闘を

鈴 木:それからずっと書いてありますけど5番目

に、先ほど北川部長から縦割りだということがあり

ましたけども、例えば情報を収集するにしろ総合ボ

ランティアセンタ}に行く、シルバー人材センタ}

に行くとか、どうしても行政というのは縦割りにな

っている面がありますので、それを多摩市でやった

ように、取りあえず情報の一元化から始めてそこへ

行けば全ての情報は網羅していますよ。そういった

ワンストップ型の機関を直営でも委託でもいいんで

すけど創るというのが一つの手じゃないかなあと。

これは団塊の世代もそうですけども、これから連綿

と続く超高齢化社会でやっぱり 60を過ぎのた方々

の人口比率が高くなりますので、そういった人の雇

用とか自主活動を豊かにするという意味でも、今こ

の2007年問題をきっかけにつくるというのを提

案させていただきます。

この問題については第三部でも意見交換できれば

と思っております。これは完全に我々民間ベースで

のご提案でございます。これの取り扱いは誰がどう

使おうが自由ですけれど、出来れば協働で色々やっ

ていければと考えております。

シンポジウムに戻りますけれども、これは山本先

生にご質問ですけど、生涯学習という面で団塊の世

代が学習を通じて活動に結び、つけるための望ましい

当事者の意識の持ち方はどういったものなのか。生

涯学習に携わる教育者として活動に結びつける為の

考え方や手立てはどんなものなのでしょうか。

E 団塊の世代小委員会からの9つの提言

山 本:難しい問題というふうに考えますが、その

前に最終的にどうなるかわかりませんが、今の段階

で団塊の世代小委員会のほうで提言として、 9つぐ

らいあげていることがありますので、それをちょっ

とご紹介させていただいて、その関係でお話をさせ

ていただきたいと思います。

まずーっ目の提言としては、仕事や社会参加につ

ながる分野の学習機会を増設したらどうかというこ

と。二つ目は区民講師。皆さん方区民の方の講師に

よる提案型事業の実施に向けた研究をしてはどうか

と。で、きればそれをやっていくということですね。

それから団塊の世代の知識・技術を活かした区民向

けの講座を開設してはどうか。それから団塊の世代

の体験を活かした青少年との交流事業を実施しては

どうか。それから五つ自は社会教育会館の役割とし

てのコ}ディネ}ト機能の充実。これはさきほど総

合ボランティアセンタ}のお話が出ましたけれども、

学習の機会がどこにあるのかというだけではなくて、

月
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その後どういう活動ができるかといったところまで

考えた役割を社会教育会館が持ってもよいのではな

いか。そういうことが議論されました。

それから、 NPO等との協働による人材養成、実

践的研修の実施。それから退職前に共通して関心が

高まるテーマを取り上げた講座の開設。たとえば退

職した後の年金の手続きどうするか、など色々なこ

とがありますよね。そういうことで困っているとい

う話もよく聞かれて、是非そういうものを事前に開

催してほしいというのもあります。それから団塊の

世代を意識した学習情報の配信。それからサ}クル

での活動、体験学習、サークノレ見本市等の開催とい

ったようなことが提言として盛り込んではどうかと

いったことが議論されています。この中で先ほど指

摘されたような講座についてもですね、いま困って

いるっていうことに対応するのと同時に将来活動に

つなげていくという、その二つを考えながらやって・

いかなければならないというのは、小委員会のほう

でも考えは共通して持っていると思います。特にN

PO等との協働による人材養成、実践的研修という

ことで、人材パンクに登録をして活動をしたいとい

う、そういう人たちは多いわけですが、じゃあ本当

にその人にお願いできるのかどうかとかですね。そ

れから、その講師としてきていただくときにどうな

んだろうということがあったりします。そうなった

ときに、やはりこの人に教えてもらいますよ、そう

いうことをきちんと保証していくっていうのがです

ね、やはり行政がやるのはおかしいのではないかと。

むしろ民間というかNPOのような団体のサイドで、

研修を行ったり a情報提供を行ったりとかといったよ

うなことができるのではないかっていう話も出され

ました。私も、そういう方向が望ましいなと個人的

には考えています。

-自分たちのできることを活かしていくことが大事

山 本:いずれにしろ、団塊の世代というとちょっ

とおかしいかもしれませんけれども、これから退職

を迎える方々が地域の中に参加しやすいような仕組

みを考えていかなければいけないという点では一致

しております。

2007年間題と自治体の展望

それから、ちょっと若干横道それるかもしれませ

んが、インターネットで『団塊の世代応援』とい

うようなことでですね、検索すると必ず第ーにあが

ってくるのは、 『元気埼玉』というホ}ムベ}ジで

す。それは埼玉県で女性の方なんですが、退職され

てですね、自分の退職金をつぎ、込んでサイトを立ち

上げました。そして、楽しむ、仲間作り、味わう、

買う、働く、健康、おしゃれ、住む、マネー、埼玉

情報、いまの行政情報中心ですが、九つくらいの情

報に分けてですね、それから掲示板も持ってます。

そういうところにアクセスをして、自分でそこと係

わりながら新しいことをはじめていきたいというこ

とで、最近非常に人気が高くなっているせいか、広

告もたくさん出るようになっています。つまり、そ

んだけ多くの人のアクセスがあるっていうことだと

思うんですけれども、そういうことを退職された方

がやっているということですが、そういうことをこ

れから考えながら、やっぱり自分たちのできること

を区民の力でそれを活かしていくっていうことが大

事になってくるのではないかということで、生涯学

習としてはそういう応援はしたいと考えているわけ

です。

鈴 木:ありがとうございました。それでは会場か

ら質問を受け付けるんですけれども、その前に一点

だけ。団塊の世代が定年を迎えることによる問題と

いうのは、その後のいわゆる超高齢化社会、 2025

年には日本の人口の3分の 1が65歳以上になると

いうふうにいわれてるんですけれども、結局そうい

った局面に政府もそうですし各自治体も直面する。

どちらかというと自治体のほうが我々の生活に密着

したサ}ピスをしなければならないですので、これ

からの超高齢化社会に向けて2007年問題を機会

に自治体としてどう取り組んでいくべきなのか、あ

るいはどういう理念というかピジョンで、この超高

齢化社会に備えるべきなのか、渡辺市長のほうから

お話いただいてよろしいですか。

圃ー病息災でいいから人生100歳

渡 辺:冒頭のところでも少し申し上げましたけれ

ども、高齢社会怖くない。多摩市発、笑顔で元気高
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齢社会、何とかつくっていきたい。これがいま多摩

市のポジショニングです。まだ16%で、現時点で

は高齢化率、東京都の平均よりもちょっと低い段階

にありますけれども、今から備えていかないといけ

ないという問題意識。さきほど佐藤議員さんがおっ

しゃられましたように、一病息災でいい。一病患、災

でいいから人生100歳、私は90歳じゃなくて 100

歳だと思っているんですけれどね、人生100歳時代

をいかにそれぞれの人が、それぞれの人らしく生き

るかということだと思っています。私の両親は91 

と89で、母は介護2ですけれでも、父は要支援で

すけれども、それぞれそんな生き方をしています。

超高齢化社会を迎えるのは、多摩市では15年く

らい先になります。 60代、 70代はほとんどお元気

の人が多いです。介護認定が2割を越えるのは85

を過ぎてからです。ここでも個人差があります。

60代でももちろん介護を必要とする方もいらっし

ゃいますけども、 60代では3%前後の方が介護を必

要とし、それ以外の圧倒的な方はお元気です。 70

代も前半は特にそうです。いま、高齢をシニアとか

シルパ}をそう呼ばないでというのがありますけれ

ども、特に75歳までの方というのはほとんどが担

い手側になれる可能性が圧倒的です。その後ですけ

ど、そのあともできるだけ元気で、、 PPKという言

葉をご存知の方どれくらいいらっしゃいますでしょ

うか。

-自治体として PPKの社会をいかにつくるか

渡 辺:はい、ピンピンコロリ。長野県は男性の長

寿率高いわけですけれども、畑仕事はマイペースで

仕事ができます。板橋も小さい企業の方は事業主で

すから、大変だけれどもある意味マイペースで、と

いう意味ではサラリーマンと違う良さがあります。

澄んだ空気、きれいな水、そして自分のベースで働

ける畑仕事があることが、実は大変長生きをしてい

るということを、都立大の星教授が調査をして実証

しております。それに代表されるように、先ほど、

働ける方用に、公共のために働く場の創出というこ

とを板橋フォーラムの皆さん提案してくださってい

ますけれども、私もそう思ってます。新しい公共、

第1章シンポジウム

支えあいの仕組みというのは、何もボランティアに

こだわる必要はないんで、す。私どもはパ}トさんの

単価くらいでお願いしようと思っていますけれども、

そういう形で働く場を作って、働きながら長生きし

ていく。しかも健康予防のためには縦割りを超えて、

さきほど北川部長さんとお話しましたのは、健康づ

くりのためにはスポーツの関係も、そして豊かな公

閤をどう活かすかも、そして福祉の健康管理もみん

なが横軸で把えて、健康づくりの政策をキチッとや

っていくことがいま求められていまして、多摩市で

はようやく咋年からそのためのプロジェクトが動い

ています。

そのように健康で長生きしていくことで、ピンピ

ンコロリの社会が作っていけるというのが、これが

超高齢社会に向けた展望・未来ということになりま

すでしょうか。

鈴 木:ありがとうございました。学ぶということ

は真似ぶということですので、板橋も今の多摩市長

さんの精神といったものを真似ながらいい意味で切

薩琢磨していきたいと思います。

それではちょっと時間も押しちゃったんですけれ

ども、せっかくのシンポジスト4人おりますので、

会場からご質問を受け付けたいと思います。誰に対

するどんな質問か、簡潔にお願いしたいと思います

ので、ご質問ある方。

来場者:情報公開の実態、政策形成過程への市民参

加度、市職員の削減計画、市役所の住民サーピス度

についての多摩市の現状と市長のご意見をお聞かせ

ください。

-市議会の1/3強が女性市民

渡辺:4点いただきました。まずは情報公開、こ

れはベースに情報公開条例があり、知る権利も定め

でありますし、自治基本条例では当然それが調つで

あります。そういう意味では多摩市民の方にお話し

たときのベースをそのままアレンジしています。わ

かりやすく、でもまだまだ充分ではなくて、先ほど

北川さんもおっしゃられたように、こんなにいろい

ろやっているんだけど、なかなかそれを上手に伝え

る、情報が共有できてません。情報をわかりやすく
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いかに的確に共有できるか、これは引き続きの課題

だと思ってます。 2点目の政策形成過程の市民参加。

年度によっていろいろパラつきありますけど、直近

の3年のデータでは大体5""'6割は、公募市民が入

っております。そして、男性と女性は、大体女性が

4割の委員を占めています。ちなみに市議会も三分

の一強が女性という状況になります。

園自治体が進めている改革はまだまだ足りない

渡 辺:それから、ここからは耳が痛いところでご

ざいます。市役所は市民の役に立っところといいな

がらも職員数や給料はどうなのだ。多摩市も勧奨退

職と定年退職、これで減らしていきます。多摩ニュ

ータウンとともに入ってきた職員が、ボーンと私の

前後のところにいますので、ここの退職をとらえな

がら、この3年間は採用を凍結して減らしてきまし

た。これからは採用は再開しますけども、将来的に

25%減らすと同時に職員構成も変えていきたいと

いうことでございます。この間2、3目前に発刊さ

れたプレジデントに日本一職員給与の高いのが多摩

市とありました。これは、こういう職員構成、それ

から渡りの問題等もまだあります。ですから高い給

料が悪いとは思ってません。むしろ精鋭にして少数

の職員が、それなりの給料をもらってそれなりに働

くことが理想だと思ってますけれども課題は抱えて

います。それは真撃に謙虚に受け止めたいと存じま

す。

4点目のサービス。民間の血のにじむような努力

の思うことを思えば、私たち自治体がいま進めてい

る改革は、まだまだ足りないで、しよう。でも、土日

の窓口サ}ビ、ス等についてはかなり聞けています。

あるいは、いろいろ年度末に児童手当等の更新があ

ります。そういうときには、土日を聞くように臨時

的にしたりという配慮はしてきております。あわせ

て図書館ですとか、いろいろ申請用紙がマンパワー

ではなくて 1T技術の進歩によって変わってきてい

るという状況だと思います。以上です。

園総合ボランティアセンターの評価

来場者:総合ボランティアセンタ}が今年4月に発

2007年間題と自治体の展望

足しましたが、区の徹底も不十分で情報の一元化も

図られていない感があります。相変わらず各部署が

個別にボランティア募集記事を広報に載せています

し、そういった意味で発展途上だと思います。総合

ボランティアセンターに対する区としてのお考えを

お聞かせください。

-調査から判った縦割りの実態

北 JII:総合ボランティアセンターについても、私

しっかり今どういう状況になっているのかを、担当

でないのでそこまでちょっと把握をしておりません。

ただ今回、団塊の世代対策をまとめるにあたって、

やはり今、質問者の方おっしゃったように、区でも

のすごくいっぱいボランティアの育成なり、研修を

やったりですね、要請をして実際に活動をお願いし

ている場っていうのがあるわけですよ。それをちょ

っと調べてもらったんですね。そしたら、それはや

はり本当に縦割りで。それぞれの部署としては非常

に考えて皆さんにお知らせをして応募していただき、

活動の場を一所懸命考え育成しようとするところま

ではいいんですけれどね。いざ、じゃあこの人たち

を継続的にどう本当に、地域のなかで力を活かして

いただくシステムにしていくかつてことになると、

全部プツプツ切れているっていう実態が調査の中で

非常によくわかりました。このへんはやっぱり総合

ボランティアセンタ}が集約的にやるべきところだ

ろうと思います。それをきちっと出せれば、自分に

あったところで何ができるのかっていうのは、区民

の皆さんが、充分とはいえませんけれども現状でも

探して参加をするというひとつのルートができるん

だろうと思うんですね。それをいま非常に苦労して、

役員の皆さん、社協から出ている事務局の職員、そ

れから各団体から出ている運営委員の皆さんも一生

懸命やってらっしゃるんですけれども、もうひとつ

ちょっと回転がうまくいってないっていう部分があ

りますから、その辺は今後やはり区としてそこの部

分、多摩市のような情報の一元化、私は何かやりた

いっていったときに、ここに行けば助言もしてもら

えるし、というものにしていくために区としての何

らかの支援策は必要と思っています。
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圃退職後の多様なニーズへの対応機闘が必要

鈴 木:それと私どもでもうひとつ必要だと言った

理由は、今の総合ボランティアセンターは基本的に

ボランティアに関する情報の集約等なのですが、ボ

ランティアだけでない、既存の町会、自治会あるい

は老人クラブの情報もどこか一元的に把握している

必要がある。また例えば「現役時代、環境の会社に

勤めていたので、環境に関する役所の審議会なりそ

ういったところで意見を言いたい、地域のために役

に立ちたい」。あるいは雇用の面でも「ちょっと小

遣い程度をもらいながら公の施設で働くことで公の

役に立ちたい」。そういったニ}ズに対する総合的

な相談を役所の縦割りを超え全部受けて対応します

よと。例えばボランティアの相談がくれば、本当は

アドバイスなりコーディネ}トできればいいんでし

ょうけど、総合ボランテイセンターから情報提供を

受け案内するのでもいいと思うんです。この機関で

全部受け、そのつなぎ役が基本的にできる。団塊の

世代向けって言いますけれど、要するに退職者向け

ってことです。理想を言えば年金とか税金とか、そ

ういう相談も受けられるような、そういう機闘が必

要じゃないかなというふうに私は思っています。

-来場者へのメッセージと退職後の夢

鈴 木:最後にですね、今日 4人のシンポジストに

壇上におあがりいただいて、シンポジウムを進めて

きたんですけれども、時間の問題で言い足りなかっ

たこととかもあると思いますし、それからそれぞれ

の立場でもう一度団塊の世代を通じたこの高齢化社

会への対策・ビジョン、あるいは自分の立場での今

後の活動の抱負、そういったものを今日ご来場の皆

様にメッセージとしてお伝えいただきたいと思いま

す。

それともうひとつ、これは私の個人的な質問です

けれども、それぞれ皆さん、市長もそうですし、山

本先生も佐藤議員も北川部長も組織に属しています。

議員さんとか市長さんの場合いつまでも立候補して

当選していけば死ぬまで現役ですけど、公明党さん

の場合定年制がありますし、市長さんもまさか死ぬ

までやるとは思っていないでしょうから、それぞれ

第1章シンポジウム

の立場で定年やピリオドがあるわけですよね。その

時、つまり今の自分の立場を終え純砕な一市民にな

ったときに持っている夢。漠然とであっても、こん

なことやりたいな、こんなチャレンジしてみたいな

といった夢を個人的な事で結構ですのでお聞かせ願

えればと思います。この設聞はシナリオになかった

ですけれど、北川部長のほうからお願いいたします。

幽区役所も団塊後を担う幹部職員の育成が急務

北 JII:ちょっと色々言い足りないこと一杯あった

のですけれども、私の資料のところで一枚目の裏に

職員の状況が書いてあります。さっきも出ておりま

したけれども、公務員の場合は、やはり定年の職員

を軸にして人員を削減をしていかざるを得ないとい

う人事制度になっていますので、そのへんのところ

でちょっと状況だけお示ししましたけれども、定年

退職者ここのところずっと増えていきます。退職金

も非常に支出増えますけれども、そのへんも見越し

た上で、 18年の1月に板橋区は10年間の基本計画

を立ててまして、それと経営刷新計画をずっとすす

めております。その中でやはり経費の削減、職員の

削減ということをやっていく中で、この団塊の世代

の退職金等についても対応していかざるを得ないと

いうことで計画に盛り込んでいるところです。

ただ、非常に大きな問題だなって私いま感じてい

るところは、板橋区の職員の状況を見ますと、さっ

き定年退職が出ましたけれども、その定年退職の中

で幹部職員が大量にこの数年間で退職をいたします。

その後、区の幹部として担っていく人たちの育成っ

ていうのが本当に必要になってきていまして、それ

が東京都の例が新聞に出ていましたけれども、だん

だん課長試験を受けないというような状況が出てき

ている。本来受けてもらわなきゃいけない人たちが、

試験を受けずに、係長クラスぐらいで、ここにもそ

ういう該当の人が何人か見かけられますけれども、

定年で終わってしまう、という大変もったいない状

況がある。そこを何とかしていかなきゃ、優秀な職

員がいっぱいいるけれども、リーダーとなる、舵取

りをしていく人たちの育成っていうのが非常に大切

なんだろうなと思ってます。
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それと、もうひとつは現業の人たちが非常にたく

さんやめるんですね。今までは、その人たちがかな

り職員としておりましたけれども、合理化で、現業

職の人どんどんなくなりますけれども、その人たち

がいなくなった後、たとえばゴミの収集含めてそう

いった現業の部分をどういう形で担っていくのか。

単純に民間委託にしてしまっていいのかっていう、

民間委託どんどん進めておりますけれども、本当に

民問委託がすべて万々歳っていうことではありませ

んので、そういったところっていうのはもっと区と

してきっちり詰めていく必要があるなっていうふう

に感じているところです。

-定年後の生き方は摸索中

北 JII:個人的なところから言いますと、私ももう

あと 2年半ですので、模索状態って言うのが本当の

正直なところです。先ほど鈴木さんのほうから調べ

ていただいたところでも、希望としては60になっ

たらすっぱりやめて、もうほんとにしがらみと関係

のない、趣味と余暇を楽しむ生活に入りたいなぁと

思うんですが、私の場合は64にならないと年金が

出ませんし、ちょっとお金が足りないというのが現

実です。かといって、議会でもすごく天下りだ何だ

って批判をされていますが、区の場合あんまり天下

り先なんでいうのはないですね。ただ関連の団体に

行って嘱託っていうところまでできるのか。何らか

の形でやはり社会貢献という意味も含めて、最低限

でいいから収入を得られるような働き方はないのか

なっていうのがひとつの模索です。それともうひと

つはいろんな皆さんと活動をしていますので、やは

り地域で本当に貢献をしていきたいんです。私、板

橋に住んでいればよかったなと思ったんですけど、

ほんのちょっと離れて練馬に住んでいるもんですか

ら、練馬ではじめようと思うと本当に新しい人たち

とまたはじめからやり直さなければいけないってい

うことになります。私女性ですけれどもほとんど男

性と同じ生活をしてきましたので、そこが本当にで

きるのかなっていう、その部分が非常に今模索をし

ているところで、練馬でどういうものがあるのか。

もしかしたら板橋でできないかなあっていう、そう

2007年問題と自治体の展望

いう悩みを持ちながらこの2年半とまでいきません

けれども、なるべく早くどう生きるのかということ

については自分でも答えを出したいなっていうふう

に，思ってるとこです。

鈴 木:ありがとうございました。続いて佐藤先生

お願いいたします。

-一人ひとり何ができるか、何が貢献できるか

佐藤:今日はいろんな議論がございました。団塊

の世代、私もそうですけれども、団塊の世代という

限定するのではなくて、どうしても少子高齢化って

いう、むこう 30年間くらいは大変厳しい時代にな

ると思います。皆さんのお子さん、そしてお孫さん

のところまで影響がくる。したがっていろんな税金、

お金の問題、社会保障の問題含めてもですね、定年

後もですね、ひとりひとりが責任を持って日本の将

来のためにできることをやると。ノ〈リパリ働ける方

は働いて税金を納めてもらうと。健康に自信のある

人は、最後まで元気でポコッといって、医療費なん

かほとんど使わないで次のところにいってもらうと

かですね、あるいはいろんなボランティアとか、い

ろんなところで役に立ちたいと。無償で頑張りたい

という方については、どんどん2つでも 3つでもや

っていただくと。こうやってどうしてもこの日本は

あと 30年聞はですね大変な時代だと思います。そ

れをリタイアして、定年退職になったからそれでお

しまいっていうもう時代ではもうないと思います。

そのためにひとりひとりが何ができるか、何が貢献

できるかと。そのために行政は何を揃えるかという

ことが大事ではないかなと私は思っております。

-中園、モンゴル、ベトナムへの夢

佐 藤:私どもの党は定年退職、定年制があります。

65歳で私もやめます。お金があればですね、海外

の後進国といっては何ですけれども、中国とかモン

ゴ、ノレとかですね、ベトナムとか行ってですね、自分

でできることをですね、死ぬまでやれればなぁと。

これは夢でありまして、まあお金がないんで圏内で

ですね(笑)、子供とかお年寄りとか便利なボラン

ティア何でもやりますと。ボランティアをやりたい
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なというふうに思っております。以上です。今日は つ使うんだいつ使うんだといわれるんですが、そう

本当にありがとうございました。 いうものを使って、子供たちのおもちゃなんかを作

鈴 木:ありがとうございました。続いて山本先生 れたらいいなと個人的には思っております。

お願いいたします。 今日最後に申し上げたかったのは、実は夢見る力

を取り戻そうっていう、そういう社説が2年前の正

圃いつの時代でも求められる創造力

山 本:生涯学習の立場から言いますと、やはり学

んだ成果をどうやって活かしていただくかっていう

ところではなし、かなと思うんですね。学んで、自分で

楽しかったっていうだ、けでいいのかつて考えたら、

せっかく時間、経費かけてですね、努力して自分の

身についたものをただこう何もしないで、ほっとくっ

ていうのは、非常にもったいないと思います。そう

いう意味では、それを何とか活かしていただきたい

というふうに思うことと、活かすっていうと何かこ

う誰かに紹介してもらう。紹介はいいんですけれど、

何か誰かに頼って、自分で切り拓いていこうとしな

いっていうところがあると思うんです。もちろん、

コーディネートしてもらうってことも大事で、それ

を不要だ、って言ってるつもりはなくてですね、自分

で切り拓いていくところがこれからの時代大事なこ

とではないのかなと思うんですね。働く場所もそう

ですし、ボランティアの場所もそうです。社会貢献

できるそういう場を、自分で見つけるっていうこと

が大事なのではないかなと思っております。

そういう意味では、新しいものを創り出す創造力

のようなものが、やはり今も求められているのでは

ないのかなというふうに思います。最後、やはり身

近な地域社会の中で、いろいろな人間関係を保ちな

がら過ごしていくっていうところではなし、かなと思

いますので、ぜひまちづくりのほうにそれを向けて

もらえるといいのかなと個人的にも思っております。

-世代を超える価値を求めて遠くをみる目

山 本:それから、私の定年は70歳なんですね。

ただ、まあ65歳になるかもしれませんが(笑)。

今そういう状況なんですけれども、実は今から将来

を夢見て買っているものがあるんですが、木工の工

具なんですね。電気道具なんですが、階段や廊下に

放ってあるもんですから、妻からはですね、これい

月の新聞に出ていましたけれども、世代を超える価

値を求めて遠くを見る自の衰弱ということが記事に

のっておりました。それを見てからですね、やはり

私たち自身が夢を見て、将来こうしたい、あるいは

子供たちにこうしたい、後継の世代に移行したいそ

ういう希望といったらよいのでしょうか、精神論的

になってしまうかもしれませんけれども、そういう

夢をやはり自分で描くということがすごく大事な事

ではないかと思っています。以上です。どうも今日

はありがとうございました。

鈴 木:ありがとうございました。続いて渡辺市長

お願いいたします。

聞できることから地道にステップパイステップ

渡 辺:先ほどボランティアの総合センタ}の関係

があり、市民活動情報センターのこともありますの

で、特にこのことについて補足させていただきたい

と思います。私にとってこれは多摩市のまちづくり

にとって最も重要な政策のひとつです。多摩市の将

来の超高齢社会が、どう元気高齢社会であるかとい

うための生命線がここにあるわけですけれども、そ

のセンター長も今日は参加をさせていただいており

ます。そして、彼女がリ}ダーでがんばってきてく

れたこの7ヶ月間で6万件のホームページのアクセ

スがありました。そして 1700人の方が登録くださ

いました。 14万5千市民でございます。それほどに

求められている機能であるということは確かだなと

いうふうに思います。

では、その市民活動情報センタ}が順風満帆なの

かというと必ずしもそうではない。むしろ焦らずに

歩んでいくというセンター長の考え方、私もそれで

いいと思いました。できることから地道にやってい

くことが、ステップパイステップだと思っています

ので、一歩一歩が次の段階、新しい世界を切り拓い

ていくということであろうと思っています。情報の
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収集、集積、先ほどの部長へのご質問にありました

ように、市民活動情報センターはそこのキーステー

ションになるわけですけれども、もう 1T化はここ

まで進んでいますから、その情報は地域のコミュニ

ティセンタ}でもアクセスできるように次の段階に

進めていきたいと思ってます。もちろんボランティ

アセンタ}、 NPOセンタ}はもう進んできていま

すけれども、コミュニティセンタ}にもその情報が

いける。そういうことが情報の一元化の意味であり、

1 T社会のすばらしいところだろうと思っています。

私自身は、この市民活動情報センターに大いに期待

を、願いをこめています。

三点目はこの市民活動情報センタ}は、確実に情

報だけでなく活動を、市民の知を紡いでいます。で

きることから動き出そうという、多くは語れません

けれど、確実にそこで違うジャンノレの市民と市民の

活動が会っている。たとえば多摩市の農家が作った

お味噌と市民の皆さんが廃校になった学校で、多摩

の土を使った陶芸とが一緒になって、多摩の名産を

出すというような、そんなジャンルを超えた出会い

が進んでいます。

田多摩市発の“笑顔で元気"高齢社会モデルを

渡 辺:もうひとつは人がキーです。そこを運営し

ていく人たちのスキルアップの問題があります。ど

こまでコ}ディネ}トできるだろうという先ほどご

ざいましたけれども、コ}ディネートできるべく、

いま 5人の市の職員はもちろんですけれども、臨時

職員、非常勤一般職の皆さんも含めてスキルアップ

のための努力が、センタ}長のリーダーシップの下

で進んでいます。これは私自身は、市民活動情報セ

ンターは、いずれ市役所の文化が変わり、市民と協

働の仕組みがある程度できた段階では、市の直営で

ないほうが理想だと思ってます。ただ今は、前半で

申し上げました使命があるので市の職員が中心的に

動いておりますけれども、理想形はまさに市民が主

体的に運営されることだと思っています。

最後にもうひとつ、多摩市のホームページにアク

セスしていただきますと、 17年度分のNPO・市民

団体との協働事例集というのがアップされています。

2007年問題と自治体の展望

何が必要かというと、市民と協働してきた事業をど

う評価し、その評価が行政が一方的に評価をするん

じゃなくて、双方が評価し、お互いに切礎琢磨の関

係で、次に何をしたらいいかということを重ねてい

くこと。 PDCAのサイクノレをまわしていくために

は、どうしても評価が必要です。その試みも出てお

りますので、どうぞご覧下さい。私たちのまちも今、

歩みだして間もないところです。でもこれはどうし

ても育てていきたい。育てることによって、多摩市

発、笑顔で元気高齢社会モデルを作っていけると確

信しております。

-子育てボランティアと色々な文化に出会う旅

渡 辺:自分自身は、一人娘は独立して今フィリピ

ンで、フィリピンの子供たちのための仕事、国連の

仕事をしておりますけれども、自分自身は、ぜひ仕

事から離れたら、子育てのボランティアをしたいな

というふうに思っております。市長になる直前のと

ころでは、あと 8年後に退職を控えていたので、ス

キー、いま万年2級なんですけれども「ょっしゃ、

スキーの 1級を取って、子供たちにスキーを教えた

いJと思ってたところでこの仕事に就きましたので、

それは先送りになってます。もうひとつは、夫と日

本、世界を旅していろんな文化と出会いたい。そん

な夢を見ております。

最後の結びに、鈴木さんをはじめ8名の板橋フォ

ーラムの中枢メンバ}の力、先ほど質問ありました

けれどもすごいと思ってます。このフォーラムをこ

れだけ継続している力があるし、そして今日、 100

名超でとりわけ男性市民が多いというのが、時代は

変わり目かと思います。板橋では今までもそうだ、っ

たのかもしれませんが、多摩市ですと、こういった

フォーラムには女'性の参加が多かったんで、す。けれ

ども、男性の皆さんが地域に眼を向けて、こうして

今日ご参加くださった方が、無理しなくていいんで

す趣味からでもいいから新しく初めていただければ

と思ってます。このあいだ、市民活動情報センター

がやったのは“できることから、動き出そうオヤジ

たち"でした。エ}ノレを送ります。ありがとうござ

いました。
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鈴木:過分なお言葉もいただき恐縮です。今年、

2007年問題を取り上げましたが、今日が終わり

でなく、協働・区民参加の時代ですので、今後と

も行政と一緒に、時には行政に意見も言いながら、

200 7年を板橋の住民自治元年、地域活性化元年

にすべく活動を継続していきたいと思っておりま

す。また皆様のお知恵やお力をお貸しいただけれ

ば嬉しく思います。今日は長時間にわたり、本当

にありがとうございました。
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